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市
民
検
討
委
員
会
・
公
聴
会
・
市
民
会
議

市
民
の
声
を
計
画
に

本
年
度
は「
計
画
元
年
」。各
分
野
で
の
計
画
策
定
過
程
に
お
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
委
員
会
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
規
制
の
統
一
を
目
指
し

市
民
検
討
委
員
会
発
足

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

委
員
会
が
公
聴
会
開
催

市
総
合
計
画
策
定
の
た
め

安
曇
野
市
民
会
議
開
催

　
土
地
利
用
規
制
の
統
一
に
向
け
た

「
都
市
計
画
に
関
す
る
土
地
利
用
市

民
検
討
委
員
会
」
の
初
会
合
が
10
月

26
日
、
堀
金
総
合
支
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
大
学
教
授
ら
で

構
成
す
る
「
土
地
利
用
構
想
調
査
専

門
委
員
会
」
の
提
言
を
も
と
に
、
市

民
の
暮
ら
し
の
目
線
や
各
分
野
の
視

点
か
ら
議
論
を
深
め
、
平
成
20
年
前

半
を
め
ど
に
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
検
討
の
進
め
方
や
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
来
年
２
月
に
は
地
域
別

懇
談
会
を
開
催
し
、
委
員
会
の
検
討

内
容
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告

を
し
な
が
ら
、
広
く
市
民
の
意
見
を

求
め
る
予
定
で
す
。

　
市
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
検
討

委
員
会
は
、
図
書
館
を
核
と
し
た
複

合
型
生
涯
学
習
施
設
（
仮
称
・
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
）
の
望
ま
し
い
在
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
報
告
書
の

案
を
基
に
市
民
の
意
見
を
広
く
聞
く

公
聴
会
を
、
10
月
20
日
に
穂
高
会
館

で
、
22
日
に
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

公
聴
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
ま
と

め
た
最
終
報
告
書
を
11
月
中
に
提
出

す
る
予
定
で
す
。

　
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
な
ど

を
市
民
が
検
討
す
る
「
安
曇
野
市
民

会
議
」
の
初
会
合
が
10
月
15
日
、
堀

金
総
合
支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
公
募
を
含
め
た
市
民

55
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
、
市
民
環
境
や
健
康
福
祉
な
ど

６
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
検
討
を

行
い
、
年
内
に
「
市
長
へ
の
提
言
」

と
し
て
意
見
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
「
安
曇
野
市
の
良
い
点
、
悪
い

点
」
を
テ
ー
マ
に
、
課
題
の
洗
い
出

し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活発な意見が交わされた公聴会
（写真上）、まちづくりの具体的な
提案を目指す市民会議（写真下）。

土地利用市民検討委員会は、農業、商工業、行政などの
分野から公募も含め、28人で構成。

　
前
号
で
報
告
い
た
し
ま
し
た
ク
ラ

ム
ザ
ッ
ハ
訪
問
に
先
立
ち
、
ス
イ
ス

の
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
西
南
部
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
と
背
中
合
わ
せ
の
谷
の
最
奥
部
に

あ
り
、
周
囲
を
13
峰
の
４
、
０
０
０

㍍
級
の
山
と
氷
河
に
囲
ま
れ
た
標
高

1
、
８
０
０
㍍
、
人
口
１
、
７
０
０
人

の
村
で
す
が
、
世
界
的
な
ス
キ
ー
の

メ
ッ
カ
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名

で
、
年
間
を
通
し
て
観
光
客
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　
環
境
に
厳

し
い
村
と
し

て
も
世
界
的

に
有
名
で
、

50
年
前
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
車

乗
り
入
れ
禁

止
の
条
例
を
制
定
、
建
築
基
準
も
ス

イ
ス
で
最
も
厳
し
い
規
制
を
持
ち
、

不
動
産
売
買
許
可
も
投
機
を
避
け
る

た
め
、
最
大
限
の
制
限
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ほ
か
の
ス
イ
ス
の
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
に
比
べ
か
な
り
の
伝
統
的

な
山
村
の
風
情
を
と
ど
め
て
い
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
地
で
す
。
「
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
」
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
や
ゴ
ミ
の

発
生
抑
制
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
姿

勢
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
地
で
も
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
自
然
を
最
大
限
に
利
用
し

た
観
光
産
業
の
発
展
に
極
め
て
積
極

的
で
、
自
然
に
配
慮
し
た
開
発
を
着
々

と
進
め
て
い
ま
す
。
村
に
は
５
本
の

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
メ

ー
ン
は
村
の
正
面
に
そ
び
え
る
ア
ラ

リ
ン
ホ
ル
ン
（
４
、
０
２
７
㍍
）
の

直
下
に
向
け
て
、
３
、
０
０
０
㍍
地

点
ま
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、
地
下
鉄
で

さ
ら
に
５
０
０
㍍
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、

回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
つ
き
の
大
き
な
施

設
が
あ
り
、
観
光
客
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

や
ボ
ー
ダ
ー
、
登
山
者
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
、
氷
河
の
中
に
造
ら
れ

た
美
し
い
美
術
館
も
印
象
的
で
し
た
。

施
設
の
中
で
は
熱
の
有
効
利
用
や
節

水
型
ト
イ
レ
、
廃
棄
物
を
極
力
少
な

く
す
る
工
夫
な
ど
多
く
の
新
し
い
試

み
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
3
年
ほ
ど
前
、
安
曇
野
の
景
観
に

感
動
し
た
サ

ー
ス
フ
ェ
ー

の
観
光
局
長

ブ
ー
マ
ン
氏

の
訪
問
を
受
け
、

新
市
誕
生
後
、

す
ぐ
に
ツ
ァ

ブ
リ
ッ
ケ
ン

村
長
連
名
に
て
交
流
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
の
役
場
の

方
々
を
交
え
、
情
報
交
換
を
し
、
今

後
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
お
互
い
に

交
流
の
機
会
を
と
ら
え
る
よ
う
努
め

る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
環
境
、
観
光
な
ど
関
心
が
あ
る
方

の
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
訪
問
を
期
待
い
た

し
ま
す
。
先
方
と
の
仲
介
役
を
お
引

き
受
け
い
た
し
ま
す
。

ス
イ
ス   

サ
ー
ス
フ
ェ
ー
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
長  

平
林 

伊
三
郎

自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
を
進
め
る
村

市政トピックス

②

③

④④

①

1．サースフェー村入り口。われわれを歓
　迎して日の丸が張られていました。
2．サースフェー村の家並み。
3．氷河の側を走るロープウエー。
4．施設内のシステムについて説明を受
　ける。右から3人目がブーマン氏。

標高3,500㍍地点、回転レストランの外からアラリンホルン
を臨む。リフト付きのスキー場が広がる。

サースフェー村の中心部。ほとん
どがホテルのテラスは美しい花で
飾られています。通りは清潔感が
あふれていました。


